
　
繁
森
良
二
さ
ん
（
7
6
）
目
岡

山
市
北
区
西
辛
川
＝
が
、
ゆ
っ

く
り
走
る
「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
」
を
始
め
て
3
9
年
に
な
る
。

毎
朝
６
時
半
か
ら
、
自
宅
近
く

の
砂
川
の
堤
５
キ
・
を
１
時
間
か

け
、
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
走

る
。
同
行
し
た
４
月
1
6
日
、
桃

畑
は
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
、
道
端

に
は
ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
が
か
れ

ん
な
花
を
つ
け
て
い
た
。
併
せ

て
野
鳥
の
定
時
定
点
観
察
も
。

　
「
今
冬
は
珍
し
く
オ
シ
ド
リ
が

き
ま
し
た
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
も
間

近
で
す
よ
」

　
地
場
百
貨
店
で
販
売
促
進
担

当
の
課
長
だ
っ
た
１
９
７
５

年
。
健
康
診
断
で
太
り
過
ぎ
、

今
で
い
う
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

雨や雪の日

深酒の翌朝も

　欠かさない。

群
と
の
判
定
で
、
医
師
か
ら
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
勧
め
ら
れ
た
。
そ

の
２
年
前
、
岡
山
駅
前
に
大
手

百
貨
店
、
前
年
に
は
同
地
下
に

プ
リ
ン
タ
ー
で
打
ち
出
し
た
点
訳
を
点
検
す
る
繁
森

さ
ん
ｕ
岡
山
市
み
ま
わ
り
福
祉
会
館

＾
フ
迦
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や
か
げ
町
家
交
流
館
を
案
内
す
る
繁
森
さ
ん
（
左
）

心
身
快
調
病
気
と
無
縁

Ｊ。

ｊソ　”

　　｀1心゛･，

ごjり~⑤

ﾉ1

専
門
店
街
が
相
次
ぎ
開
業
し
競

争
が
激
化
。
迎
え
撃
つ
繁
森
さ

ん
は
、
夜
遅
く
ま
で
働
き
海
外

出
張
も
多
か
っ
た
。

　
　
「
健
康
で
な
け
れ
ば
競
争
に

勝
て
な
い
」
と
奮
起
。
翌
日
か

ら
早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め

た
。
以
降
言
貨
店
役
員
、
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
社
長
、
福
祉

施
設
資
料
館
長
な
ど
激
務
に
就

い
た
が
、
雨
の
日
も
雲
の
日
も

海
外
で
も
、
深
酒
の
翌
朝
も
欠

か
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

　
病
気
と
は
無
縁
が
自
慢
。
体

重
も
ベ
ス
ト
の
6
0
牛
器
維
持
。

　
「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
心
肺

機
能
や
基
礎
体
力
、
食
欲
増
進

な
ど
効
果
絶
大
。
す
っ
か
り
魅

せ
ら
れ
て
い
ま
す
」
。
昨
年
暮

れ
に
は
初
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

約
７
万
１
７
０
０
♂
を
走
破
、

地
球
を
１
・
８
周
走
っ
た
計
算

だ
。7

0
歳
を
機
に
退
職
、
目
標
だ

スロージョギングを楽しむ繁森さん毎朝、

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
打

ち
込
む
。
読
書
好
き
で
、
目
が

不
自
由
な
人
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
思
い
続
け
て
い
た
の
が

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
岡
山
点

訳
会
に
入
り
夕
食
後
１
、
２
時

間
、
点
訳
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
。

約
６
年
で
エ
ッ
セ
ー
や
落
語
全

集
2
5
冊
を
倉
敷
市
立
中
央
図
書

館
に
届
け
た
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ

これまでに

地球1.8周分

　７万％走破。

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
日

本
大
震
災
な
ど
被
災
地
へ
の
物

資
配
送
や
曼
言
動
に
当
た
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
山
陽
新
聞
の
も
ま
た

欄
へ
の
投
稿
者
で
つ
く
る
「
も

ま
た
友
の
会
」
　
（
３
１
０
人
）

で
は
、
1
0
年
前
の
設
立
時
か
ら

会
長
を
務
め
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
昨
春
、
知
人

を
介
し
て
矢
掛
町
か
ら
「
宿
場

町
当
時
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
た
い
の
で
力
を
貸
し
て
」
と

頼
み
込
ま
れ
た
。
同
町
と
は

全
く
縁
が
な
か
っ
た
が
、
町

側
の
情
熱
に
「
必
要
と
さ
れ

る
な
ら
」
と
快
諾
。
第
三
セ
ク

タ
ー
・
や
か
げ
宿
の
責
任
者
と

し
て
地
域
再
生
に
知
恵
を
絞

る
。

　
今
年
２
月
、
空
き
家
だ
っ
た

点訳奉仕や

地域再生に

　忙しい日々。

町
家
を
改
修
し
、
土
産
物
販
売
．

や
演
奏
会
、
軽
食
が
楽
し
め
る

　
「
や
か
げ
町
家
交
流
館
」
が
オ

Ｉ
プ
ン
。
来
春
に
は
宿
泊
所
・

食
べ
物
処
を
開
業
さ
せ
る
。
施

設
整
備
と
と
も
に
、
入
館
者
や

行
政
視
察
の
案
内
、
町
外
へ
の

Ｐ
Ｒ
に
も
忙
し
い
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
片
道

3
3
♂
を
１
時
間
か
け
て
愛
車
で

通
勤
。
８
月
に
は
喜
寿
を
迎
え

る
。
「
心
身
と
も
に
快
調
。
多

く
の
人
が
訪
れ
て
楽
し
い
町

へ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
よ
う
に
じ

っ
く
り
取
り
組
み
た
い
」
と
意

欲
を
み
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
浅
沼
慎
太
郎
）
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